
１８歳選挙権に関する意識調査の概要

投票に行った人の状況

①投票をするのは国民の義務だから ３９．３％
②政治をよくするためには投票することが大事だから ３３．９％
③選挙権年齢引下げ後に初めて行われた国政選挙だから ３３．５％

＜上位３項目＞

○調査対象
全国の満１８歳～２０歳の男女個人３,０００人

○調査方法
インターネット調査法

○調査期間
平成２８年１０月２０日～１０月３１日
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①現在住んでいる市区町村で当日投票 ６９．６％
②現在住んでいる市区町村で期日前投票 １６．４％
③実家など以前の市区町村に戻り当日投票 ４．１％
④実家など以前の市区町村に戻り期日前投票 ３．８％
⑤不在者投票 ３．６％

＜上位５項目＞

※複数回答

52.5 % 47.5 %

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

投票に行った

投票に行かなかった

•投票に行った人は１,５７４人（全体の５２．５％）

■投票の方法は、「現在住んでいる市区町村で当日投票」した人が約７０％。

■投票の動機は、選挙権年齢の引下げが投票のきっかけとなった人が３３．５％。

【年齢別】
・「投票をするのは国民の義務だから」と回答したのは、２０歳が最も多い。

２０歳（４１．９％）＞１９歳（３８．８％）＞１８歳（３７．０％）
・「選挙権年齢引下げ後に初めて行われた国政選挙だったから」と回答したのは、１８歳が
最も多い。

１８歳（４４．６％）＞１９歳（３８．６％）＞２０歳（１７．９％）
・「親や先生から投票に行くように言われたから」と回答したのは、１８歳が最も多い。

１８歳（２６．３％）＞１９歳（２２．８％）＞２０歳（１９．４％）

１,５７４人
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①投票は簡単だった ３８．６％
②自分で考えて一票を投じることができたので良かった ３２．５％
③有権者としての責任を感じた ３０．０％

＜上位３項目＞ ※複数回答

投票に行かなかった人の状況

•投票に行かなかった人は１,４２６人（全体の４７．５％）

■投票した後の感想は、「投票は簡単だった」が最も多い。

■投票に行った人で、今後も投票に行こう思う（※）と回答した人は９３．７％。

※「行こうと思う」には、「今後は毎回行こうと思う」、「できるだけ行こうと思う」、「関心が持て
る選挙だけ行こうと思う」を含む。

①毎回行こうと思う ４７．８％
②できるだけ行こうと思う ４０．９％
③関心が持てる選挙だけ行こうと思う ５．０％
④積極的に行こうとは思わない ３．３％

52.5 % 47.5 %

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

投票に行った

投票に行かなかった

■投票に行かなかった理由として、「今住んでいる市区町村で投票することができな
かったから」が最も多く、年齢別では１８歳よりも１９歳の割合が高い。

①今住んでいる市区町村で投票することができなかったから ２１．７％
②選挙にあまり関心がなかったから １９．４％
③投票に行くのが面倒だったから １６．１％

＜上位３項目＞ ※複数回答

【年齢別】
１８歳（１５．６％）より１９歳（２７．５％）が１０ポイント以上高い。
【地域別】

「関東」（１９．６％）や「中部」（１９．４％）より、「中国・四国」（２５．９％）や「九州・沖縄」
（２６．８％）が５ポイント以上高い。

＜①の主な回答割合＞

１,４２６人
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15.8 35.4 15.1 22.9 10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1426)

６６．３％

全体
（１４２６人）

※行こうと思うには、「今後は毎回行こうと思う」、「できるだけ行こうと思う」、「関心が持てる
選挙だけ行こうと思う」を含む。以下同じ。

23.8

11.7

11.1

36.1

37.2

33.0

12.7

17.4

15.5

17.2

23.0

28.9

10.3

10.6

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳(N=513)

19歳(N=443)

20歳(N=470)

今後は毎回行こうと思う できるだけ行こうと思う 関心が持てる選挙だけ行こうと思う 積極的に行こうとは思わない わからない

１８歳
（５１３人）

１９歳
（４４３人）

２０歳
（４７０人）

２倍超の差

■投票に行かなかった人の今後の投票意向は、今後は投票に行こうと思う（※）と回答
した人は６６．３％。

■行こうと思うと回答した人のうち、年齢別では１８歳が７２．６％と最も多い。「今後は
毎回行こうと思う」は１８歳（２３．８％）が他の年代の２倍超となっている。

高校で選挙・政治に関する授業を受けた人の投票

55.7

48.5

44.3

51.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

たことはない(N=1748)

授業を受けた(N=1172)受けたことがない
（１１７２人）

受けたことがある
（１７４８人）

約７ポイント
高い

•何らかの授業を「受けたことがある」人の方が、投票した割合が約７ポイント高い

•副教材を使用した授業を受けた人は１７．２％
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•子どもの頃に親が行く投票について行ったことが「ある」人の方が、投票した割
合が２０ポイント以上高い

子どもの頃に親が行く投票について行った人の投票

63.0

41.8

37.0

58.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある(N=1504)

ない(N=1274)

ある
（１５０４人）

ない
（１２７４人）

２０ポイント
以上高い

【高校時に受けた選挙・政治に関する授業の内容】

【年齢別】

・「「私たちが拓く日本の未来」を使用した授業」と回答したのは、１８歳が最も多い。
１８歳（３０．９％）＞１９歳（１６．８％）＞２０歳（４．０％）

・「選挙の仕組みや投票方法を学ぶ授業」と回答したのは、１８歳が最も多い。
１８歳（２８．８％）＞１９歳（２６．６％）＞２０歳（２２．２％）

・「どれも受けたことはない」と回答したのは、２０歳が最も多い。
２０歳（５０．０％）＞１９歳（３８．３％）＞１８歳（２８．９％）

※「高校」には高等専門学校などを含む。

①選挙の仕組みや投票方法を学ぶ授業 ２５．９％
②「私たちが拓く日本の未来」（副教材）を使用した授業 １７．２％
③選挙や政治に関する新聞記事を使った授業 ９．２％

＜上位３項目＞

（どれも受けたことはない ３９．１％）

※複数回答

•親と「一緒に住んでいる」人の方が、投票した割合が約３０ポイント高い

親と一緒に住んでいる人・住んでいない人の投票

61.5

32.6

38.5

67.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一緒に住んでいる(N=2063)

一緒に住んでいない(N=937)

一緒に住んでいる
（２０６３人）

一緒に住んでいない
（９３７人）

約３０ポイン
ト高い
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32.7

26.3

29.6

38.9

56.4

59.8

59.7

51.4

11.0

13.9

10.7

9.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=937)

18歳(N=209)

19歳(N=345)

20歳(N=383)

移している 移していない わからない

１８歳
（２０９人）

１９歳
（３４５人）

２０歳
（３８３人）

全体
（９３７人）

68.8

79.1

65.5

61.7

31.2

20.9

34.5

38.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=3000)

18歳(N=1000)

19歳(N=1000)

20歳(N=1000)

一緒に住んでいる 一緒に住んでいない

１８歳
（１０００人）

１９歳
（１０００人）

２０歳
（１０００人）

全体
（３０００人）

■親と「一緒に住んでいる」割合は６８．８％であり、１８歳が７９．１％で最も多く、年齢
が上がるにつれて減少する。

■親と「一緒に住んでいない」人のうち、住民票を「移している」のは３２．７％であり、
年齢が上がるにつれて増加する。

■住民票を「移していない」理由は、「いずれ実家に戻るつもりだから」が最も多い。

①いずれ実家に戻るつもりだから ２９．０％
②成人式に参加できなくなるなど不都合が生じると思ったから １７．６％
③親が移さなくていいと言っているから １５．２％
④移す際の手続が面倒だから １４．０％
⑤移すメリットが思い浮かばないから １３．４％

＜上位５項目＞ ※単一回答

•親と「一緒に住んでいない」人のうち、住民票を現住所に「移している」人の方
が、投票した割合が約１０ポイント高い

39.5

29.9

60.5

70.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

移している(N=306)

移していない(N=528)

移している
（３０６人）

移していない
（５２８人）

約１０ポイ
ント高い
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１８歳 ３８．８％
１９歳 ３９．５％
２０歳 ３７．６％
（全体＝３０００人）

＜年齢別＞

■引っ越し先の市区町村へ住民票を移す必要があることについては、全体の
６６．１％が「知っていた」と回答。年齢別では、あまり差がなかった。

■現在住んでいる市区町村で投票するためには、住民票異動後３か月以上が必要
なことについて、全体の３８．６％が「知っていた」と回答。年齢別ではあまり差がな
かった。

１８歳 ６５．４％
１９歳 ６８．０％
２０歳 ６４．８％
（全体＝３０００人）

＜年齢別＞

•「インターネットのニュースサイト」よりも、「テレビのニュースや報道番組」と回答
した割合が高く、「政党や候補者のポスター」と回答した割合は約３７％となった

①テレビのニュースや報道番組 ５０．２％
②政党や候補者のポスター ３６．６％
③インターネットのニュースサイト ２８．９％
④街頭演説 ２３．８％
⑤女優広瀬すずさんを起用した総務省の選挙啓発ポスター、ＨＰなど ２１．３％
（全体＝３０００人）

＜上位５項目＞ ※複数回答

選挙に関する情報の収集

•「学校で模擬選挙を体験する」が最も多い

＜上位５項目＞ ※複数回答

①学校で模擬選挙を体験する ２３．１％
②学校で選挙や政治に関するディベートや話し合いを行う １６．８％
③議員や政党の関係者に来てもらって政治の話を聞く １３．３％
④学校や地域の課題等に関するディベートや話し合いを行う １１．９％
⑤学校で選挙や政治に関する新聞記事を使った授業を受ける １１．７％

高校生が選挙や政治に関心を持つためにすべきこと


